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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和3年7月29日(2021.7.29)

【公開番号】特開2021-52784(P2021-52784A)
【公開日】令和3年4月8日(2021.4.8)
【年通号数】公開・登録公報2021-017
【出願番号】特願2020-207668(P2020-207668)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/55     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/31     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   9/16     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/62     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/55     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/31     ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｎ    9/16     　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｋ   19/00     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/62     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和3年6月3日(2021.6.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｃａｓ９タンパク質のファミリー内の高度には保存されていないか、または低度保存さ
れた１または複数のアミノ酸配列を欠く変異Ｃａｓ９タンパク質であって、ＤＮＡ結合活
性を有している前記変異Ｃａｓ９タンパク質。
【請求項２】
　ヌクレアーゼ活性を有する、請求項１に記載の変異Ｃａｓ９タンパク質。
【請求項３】
　ニッカーゼ活性を有する、請求項１に記載の変異Ｃａｓ９タンパク質。
【請求項４】
　ヌクレアーゼ欠損である、請求項１に記載の変異Ｃａｓ９タンパク質。
【請求項５】
　１または複数のＳＧＧＧＳリンカーを含む、請求項１に記載の変異Ｃａｓ９タンパク質
。
【請求項６】
　第２のＣａｓ９タンパク質種のＣ末端ドメインを含む第１のＣａｓ９タンパク質種の変
異Ｃａｓ９タンパク質であって、ＤＮＡ結合活性を有している前記変異Ｃａｓ９タンパク
質。
【請求項７】
　前記第１のＣａｓ９タンパク質種がＮＭ‐Ｃａｓ９であり、前記第２のＣａｓ９タンパ
ク質種がＳＴ１‐Ｃａｓ９である、請求項６に記載の変異Ｃａｓ９タンパク質。
【請求項８】
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　第２のＣａｓ９タンパク質種のＮ末端ドメインを含む第１のＣａｓ９タンパク質種のキ
メラＣａｓ９タンパク質であって、ＤＮＡ結合活性を有している前記キメラＣａｓ９タン
パク質。
【請求項９】
　前記第１のＣａｓ９タンパク質種がＮＭ‐Ｃａｓ９であり、前記第２のＣａｓ９タンパ
ク質種がＳＴ１‐Ｃａｓ９である、請求項８に記載のキメラＣａｓ９タンパク質。
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